
旭
食
品
は
１１
年
に
大
倉
と

サ
ク
ラ
フ
ー
ド
を
子
会
社
化

し
て
冷
凍
水
産
品
の
卸
売
に

着
手
。
サ
ク
ラ
フ
ー
ド
の
寿

司
ネ
タ
を
大
倉
を
通
じ
て
都

市
部
の
外
食
店
に
販
売
し
て

い
る
ほ
か
、
旭
食
品
の
得
意

先
ス
ー
パ
ー
に
も
イ
ン
ス
ト

ア
惣
菜
原
料
と
し
て
供
給
し

て
い
る
。

水
産
品
の
品
薄
と
高
騰
を

背
景
に
、
海
外
加
工
の
ロ
ー

コ
ス
ト
な
寿
司
ネ
タ
の
需
要

は
外
食
・
中
食
を
問
わ
ず
拡

大
傾
向
に
あ
り
、
大
倉
の
売

上
高
は
こ
の
１８
年
度
に
も
１

０
０
億
円
を
突
破
（
１１
年
度

比
約
８
割
増
）
す
る
見
通

し
。都

市
圏
で
の
急
速
な
ニ
ー

ズ
の
広
が
り
を
受
け
、
今
期

は
新
た
に
仙
台
出
張
所
を
開

設
。
こ
れ
に
よ
り
南
東
北
か

ら
九
州
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る

全
国
１０
拠
点
の
営
業
体
制
が

整
っ
た
が
、
「
今
後
は
札
幌

に
も
拠
点
を
置
き
、
全
国
対

応
の
外
食
卸
に
進
化
さ
せ

る
」
（
旭
食
品
常
務
取
締
役

東
京
支
社
長
・
竹
内
慎
氏
）

方
針
だ
。

エ
リ
ア
と
規
模
の
拡
大
に

合
わ
せ
、
製
造
機
能
も
強
化

す
る
。
既
に
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

オ
ー
バ
ー
の
サ
ク
ラ
フ
ー
ド

の
生
産
力
向
上
に
向
け
、
現

工
場
に
近
接
す
る
ベ
ト
ナ
ム

・
ニ
ャ
チ
ャ
ン
の
工
業
団
地

に
こ
の
ほ
ど
約
１
万
�
の
工

場
用
地
を
取
得
。
１９
年
度
中

に
立
ち
上
げ
る
新
工
場
に
製

造
機
能
を
集
約
し
、
寿
司
ネ

タ
の
増
産
を
図
る
と
と
も

に
、
他
の
水
産
関
連
商
材
の

製
造
に
も
乗
り
出
す
。

旭
食
品
東
京
支
社
の
１７
年

度
業
績
は
売
上
高
６
・
２
％

増
（
８
０
７
・
１
億
円
）
、

経
常
利
益
３
・
５
％
減
（
７

・
１
億
円
）
で
着
地
。
期
中

に
実
施
し
た
予
定
外
の
物
流

拠
点
投
資
な
ど
を
理
由
に
３

期
ぶ
り
の
減
益
と
な
り
、
続

く
今
年
度
も
増
収
減
益
（
売

上
高
６
・
４
％
増
、
経
常
利

益
７
・
８
％
減
）
を
見
込
ん

で
い
る
。
市
販
用
卸
売
事
業

の
コ
ス
ト
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
中
で
関
東
で
の
規
模
拡

大
を
優
先
さ
せ
て
い
る
の
が

要
因
だ
。

市
販
用
で
収
益
獲
得
の
道

幅
が
狭
ま
る
中
、
製
造
機
能

と
一
体
化
し
た
大
倉
が
３
％

近
い
経
常
利
益
率
を
叩
き
出

し
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
大

き
い
。
収
益
強
化
の
観
点
か

ら
も
水
産
卸
売
部
門
へ
の
戦

略
的
な
投
資
が
一
段
と
加
速

し
そ
う
だ
。

日
本
の
塩
需
要
総
体
は
安
定
し
て
い
る
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
大
き
い
ソ
ー
ダ
工
業
用

が
堅
調
で
、
昨
冬
は
記
録
的
な
豪
雪
で
融
氷
雪
用
が
消
費
量
全
体
を
底
上
げ
し
た
。

半
面
、
生
活
用
の
ダ
ウ
ン
ト
レ
ン
ド
は
継
続
し
、
平
成
２９
年
度
も
前
年
比
６
・
３
％

減
と
な
っ
た
。
減
塩
�
健
康
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
塩
分
摂
取
が
敬
遠
さ
れ

る
傾
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。
毎
月
、
減
塩
の
日
も
設
定
さ
れ
た
。猛
暑
の
続
く
昨
今
、

業
界
で
は
夏
場
の
塩
分
摂
取
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

財
務
省
の
２９
年
度
塩
需
給

実
績
を
見
て
み
る
と
、
需
要

量
は
生
活
用
１５
万
４
千
ｔ

（
６
・
３
％
減
）
、
業
務
用

２
０
７
万
３
千
ｔ
（
１５
・
８

％
増
）
、
ソ
ー
ダ
工
業
用
６

１
６
万
８
千
ｔ
（
３
・
９
％

増
）
、
計
８
３
９
万
４
千
ｔ

（
６
・
４
％
増
）
と
大
幅
に

前
年
を
上
回
っ
た
。

ソ
ー
ダ
工
業
用
が
２３
万
２

千
ｔ
増
加
し
、
業
務
用
が
２８

万
２
千
ｔ
増
加
し
た
影
響
が

大
き
い
。
生
活
用
は
家
庭
用

市
場
が
昨
年
も
３
～
４
％
程

度
の
マ
イ
ナ
ス
傾
向
と
な
っ

た
模
様
で
あ
る
。
全
体
が
ダ

ウ
ン
ト
レ
ン
ド
の
中
、
塩
事

業
セ
ン
タ
ー
生
活
用
塩
と
中

身
が
同
じ
塩
を
業
界
自
ら
価

値
を
下
げ
て
普
及
す
る
こ
と

で
市
場
を
衰
退
さ
せ
て
い
る

こ
と
が
大
き
い
。

業
務
用
の
内
訳
は
食
品
工

業
用
７８
万
４
千
ｔ
（
０
・
１

％
増
）
、
一
般
工
業
用
１７
万

１
千
ｔ
（
±
０
％
）
、
融
氷

雪
用
９６
万
６
千
ｔ
（
４３
・
５

％
増
）
、
家
畜
用
８
万
３
千

ｔ
（
２
・
３
％
減
）
、
医
薬

用
５
万
７
千
ｔ
（
１
・
７
％

増
）
、
そ
の
他
１
万
３
千
ｔ

（
５６
・
５
％
減
）
。
食
品
工

業
用
が
前
年
を
維
持
し
た
上

で
融
氷
雪
用
が
２９
万
３
千
ｔ

増
加
し
た
。
昨
シ
ー
ズ
ン
の

雪
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

ほ
ぼ
満
遍
な
く
多
か
っ
た
た

め
道
路
用
に
携
わ
る
業
者
は

総
じ
て
追
い
風
が
吹
い
た
。

食
品
工
業
用
の
内
訳
は
漬

物
用
７
万
７
千
ｔ
（
２
・
６

％
増
）
、
み
そ
用
３
万
４
千

ｔ
（
５
・
６
％
減
）
、
醤
油

ア
ミ
ノ
酸
用
１７
万
ｔ
（
３
・

０
％
増
）
、
水
産
用
１５
万
３

千
ｔ
（
２
・
０
％
増
）
、
調

味
料
用
１１
万
２
千
ｔ
（
８
・

９
％
減
）
、
加
工
食
品
用
１４

万
９
千
ｔ
（

０

・

６

％

減
）
、
そ
の
他
８
万
５
千
ｔ

（
５
・
９
％
増
）
と
な
り
、

醤
油
は
２８
年
度
も
伸
び
て
２９

年
度
さ
ら
に
増
え
た
が
、
調

味
料
は
２８
年
度
に
増
え
た
分

が
帳
消
し
に
な
っ
た
形
。

供
給
量
も
８
１
６
万
ｔ

（
５
・
７
％
増
）
と
増
加
し

た
。
内
訳
は
国
内
産
９２
万
６

千
ｔ
（
０
・
２
％
減
）
、
外

国
産
７
２
３
万
４
千
ｔ
（
６

・
６
％
増
）
と
な
り
、
外
国

産
が
大
き
く
伸
び
た
。

特
殊
用
塩
の
販
売
等
数
量

は
１０
万
１
千
ｔ
（
２
・
８
％

減
）
。
内
訳
は
生
活
用
０
千

ｔ
、
食
品
工
業
用
１
千
ｔ

（
前
同
）
、
一
般
工
業
用
２

千
ｔ
（
前
年
の
２
倍
）
、
融

氷
雪
用
１
万
２
千
ｔ
（
１４
・

２
％
減
）
、
家
畜
用
１
万
ｔ

（
前
同
）
、
医
薬
用
７
万
６

千
ｔ
（
１
・
２
％
減
）
と
な

り
、
医
薬
用
の
伸
び
に
ブ
レ

ー
キ
が
か
か
っ
た
。

特
殊
製
法
塩
の
販
売
等
数

量
は
１７
万
８
千
ｔ
（
４
・
３

％
減
）
。
生
活
用
４
万
６
千

ｔ
（
２
・
１
％
減
）
、
食
品

工
業
用
２
万
５
千
ｔ
（
３
・

８
％
減
）
、
一
般
工
業
用
８

万
６
千
ｔ
（

３

・

４

％

減
）
、
融
氷
雪
用
６
千
ｔ

（
前
同
）
な
ど
と
な
っ
た
。

特
殊
用
塩
・
特
殊
製
法
塩
は

販
売
が
伸
び
悩
ん
だ
１
年
で

あ
っ
た
。

生
活
用
が
伸
び
悩
む
中
、

食
品
工
業
用
も
マ
イ
ナ
ス

し
、
融
氷
雪
用
の
恩
恵
も
な

い
。
市
場
全
体
的
に
マ
イ
ナ

ス
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
当

面
は
脱
却
で
き
る
様
相
も
な

い
の
が
実
態
で
あ
る
。
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ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
２１
日
か

ら
８
月
末
ま
で
、
透
明
な
ク

ラ
フ
ト
ビ
ア
ス
タ
イ
ル
の
発

泡
酒
「
ク
リ
ア
ク
ラ
フ
ト
」

樽
詰
め
を
グ
ル
ー
プ
の
直
営

店
舗
４
店
で
テ
ス
ト
販
売
す

る
。
ア
ミ
ノ
酸
を
極
力
な
く

し
た
発
酵
や
複
数
酒
類
の
ブ

レ
ン
ド
、
脱
色
せ
ず
に
発
酵

成
分
を
残
し
た
透
明
化
な

ど
、
研
究
開
発
本
部
で
培
っ

て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を

使
っ
て
実
現
し
た
。

同
社
は
８
年
前
に
イ
ノ
ベ

ー
テ
ィ
ブ
な
商
品
を
開
発
し

直
営
店
で
テ
ス
ト
販
売
す
る

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
西
山

雅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ

ー
）
を
立
ち
上
げ
、
当
時
か

ら
透
明
ビ
ー
ル
の
原
型
は
あ

っ
た
。
だ
が
、
透
明
は
実
現

し
て
も
不
快
な
香
り
が
残
っ

た
こ
と
で
試
作
品
は
お
蔵
入

り
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昨
年

１１
月
、
当
時
の
開
発
メ
ン
バ

ー
が
再
び
立
ち
上
が
り
、
一

度
は
諦
め
か
け
て
い
た
想
い

を
掘
り
起
こ
し
「
ク
リ
ア
ク

ラ
フ
ト
」
が
完
成
し
た
。

今
回
は
「
ビ
ー
ル
の
重
い

味
わ
い
を
克
服
し
た
い
」
と

い
う
想
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

そ
こ
で
逆
転
の
発
想
に
よ

り
、
麦
汁
中
の
栄
養
素
を
減

ら
す
の
で
は
な
く
「
極
力
な

く
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
不
快

な
香
り
を
出
す
こ
と
な
く
ア

ル
コ
ー
ル
発
酵
さ
せ
た
（
特

許
出
願
中
）
。
ア
ミ
ノ
酸
を

極
力
な
く
し
た
こ
と
で
、
ア

ル
コ
ー
ル
と
発
酵
由
来
の
味

わ
い
を
残
し
た
ま
ま
、
ビ
ー

ル
の
重
く
感
じ
ら
れ
る
要
素

を
な
く
し
た
。

ま
た
、
活
性
炭
を
使
っ
た

従
来
の
脱
色
は
、
色
以
外
に

香
り
や
味
も
一
緒
に
消
え
て

し
ま
っ
た
が
、
今
回
は
栄
養

分
を
極
力
な
く
す
こ
と
に
よ

り
メ
イ
ラ
ー
ド
反
応
が
起
き

ず
、
脱
色
工
程
も
不
要
で
透

明
な
液
色
と
発
酵
由
来
の
味

わ
い
を
実
現
し
た
。
酒
類
の

異
な
る
複
数
の
原
酒
を
ブ
レ

ン
ド
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
製

法
）
し
、
ハ
ー
ブ
や
香
辛
料

か
ら
抽
出
し
た
成
分
も
加
え

る
こ
と
で
、
す
っ
き
り
し
た

軽
い
味
わ
い
を
実
現
し
た
。

同
社
で
は
「
単
に
透
明
ビ

ー
ル
を
つ
く
り
た
か
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
究
極
の
す
っ

き
り
し
た
ビ
ー
ル
を
目
指
し

た
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
法

が
重
な
り
無
色
透
明
に
な
っ

た
」
と
説
明
。
今
後
は
さ
ら

に
検
証
し
な
が
ら
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
、
フ
ー
ド
ペ
ア

リ
ン
グ
も
提
案
し
て
い
く
。

サ
ン
ト
リ
ー
食
品

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
は
８
月
２１
日
か

ら
、
１
都
１０
県
で

「
南
ア
ル
プ
ス

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｒ
（
ピ
ー
カ
ー
）
ビ
タ
ー

エ
ナ
ジ
ー
�
写
真
」（
３
７
５

�
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
、
税
別
希

望
小
売
価
格
１
９
０
円
）
を

新
発
売
す
る
（
１０
月
か
ら
全

国
で
発
売
予
定
）。「
サ
ン
ト

リ
ー
天
然
水
」
ブ
ラ
ン
ド
は

ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
の
ス

ノ
ー
ピ
ー
ク
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

回
の
共
同
開
発
は
第
４
弾
。

「
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
市

場
に
南
ア
ル
プ
ス
ブ
ラ
ン
ド

し
か
で
き
な
い
方
法
で
風
穴

を
開
け
、
多
く
の
人
の
こ
こ

一
番
に
役
立
ち
た
い
と
い
う

強
い
想
い
か
ら
１
年
か
け
て

開
発
し
た
」
（
ジ
ャ
パ
ン
事

業
本
部
ブ
ラ
ン
ド
開
発
第
一

事
業
部
の
脇
奈
津
子
氏
）。

エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
に
は

化
学
的
で
人
工
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
中
で
、
グ
ア
ユ
サ

や
ジ
ン
ジ
ャ
ー
、
ミ
ン
ト
な

ど
自
然
が
育
ん
だ
素
材
を
生

か
し
な
が
ら
、
苦
味
・
強
炭

酸
の
刺
激
に
も
着
目
し
、

「
自
然
と
エ
ナ
ジ
ー
感
の
両

立
を
実
現
」
。
カ
フ
ェ
イ
ン

量
は
緑
茶
飲
料
１
本
分
と
ほ

ぼ
同
等
で
従
来
の
エ
ナ
ジ
ー

ド
リ
ン
ク
よ
り
も
少
な
い
１

本
当
た
り
４５
�
と
し
、
て
ん

さ
い
を
原
料
と
し
た
糖
類
の

パ
ラ
チ
ノ
ー
ス
を
使
っ
た
。

し
か
も
既
存
の
エ
ナ
ジ
ー

ド
リ
ン
ク
が
缶
入
り
な
の
に

対
し
、
再
栓
可
能
な
Ｐ
Ｅ
Ｔ

ボ
ト
ル
容
器
を
採
用
し
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
飲
め
る
新
し

い
飲
用
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す

る
。
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
は

若
い
男
性
を
中
心
と
し
た
狭

い
層
で
飲
ま
れ
て
い
る
が
、

新
製
品
は
高
校
生
や
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
、
子
育
て
世
代
、

シ
ニ
ア
な
ど
幅
広
い
層
を
狙

う
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
「
マ
ス
広
告
を

展
開
す
る
１
か
月
前
が
勝
負

と
認
識
」
。
情
報
感
度
の
高

い
高
校
生
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
等
に
向
け
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活

用
し
な
が
ら
手
作
り
の
施
策

を
展
開
す
る
。

脇
氏
の
話

生
活
が
慌
た

だ
し
く
、
閉
塞
感
や
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
る
人
が
増
え
、
人

間
性
が
失
わ
れ
る
中
で
、
南

ア
ル
プ
ス
天
然
水
ブ
ラ
ン
ド

が
成
長
し
て
き
た
の
は
、
自

然
を
体
内
に
取
り
込
み
人
間

性
を
回
復
し
た
い
と
い
う
イ

ン
サ
イ
ト
が
あ
る
か
ら
で
、

南
ア
ル
プ
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通

し
て
人
間
性
の
回
復
に
貢
献

し
た
い
。

エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
市
場

は
フ
レ
ー
バ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー

市
場
と
肩
を
並
べ
る
ま
で
に
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梅
干
が
売

れ
て
い
る
。

量
販
チ
ャ
ネ

ル
に
強
い
メ

ー
カ
ー
は
前

年
の
２
、
３

割
増
、
中
に

は
５
割
増
の
メ
ー
カ
ー
も

あ
る
。
工
場
は
製
品
出
荷

で
大
忙
し
。
残
業
も
あ

る
。
大
手
メ
ー
カ
ー
社
長

は
「
テ
レ
ビ
番
組
で
バ
ニ

リ
ン
に
よ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト

効
果
が
紹
介
さ
れ
た
１６
年

５
月
以
来
の
活
況
」
と
話

す
▼
猛
暑
が
続
く
今
夏
、

ニ
ュ
ー
ス
で
は
連
日
「
熱

中
症
対
策
」
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
そ
し
て
、
�
熱

中
症
対
策
に
効
果
あ
り
�

と
紹
介
さ
れ
る
食
品
が
梅

干
で
、
売
場
で
は
普
及
価

格
帯
の
商
品
が
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
て
い
る
▼
１６
、
１７

年
と
中
国
梅
が
凶
作
、
紀

州
梅
が
不
作
と
な
っ
た
関

係
で
、
今
年
の
端
境
期
は

梅
干
各
社
と
も
原
料
在
庫

が
少
な
い
。
急
な
受
注
増

で
遣
り
繰
り
に
苦
労
す
る

メ
ー
カ
ー
が
あ
る
一
方
、

７
月
の
猛
暑
と
メ
デ
ィ
ア

報
道
を
見
越
し
て
、
６
月

中
に
出
荷
増
の
準
備
を
整

え
て
い
た
メ
ー
カ
ー
も
あ

る
▼
暑
い
と
梅
干
が
売
れ

る
と
い
う
流
れ
は
単
純
な

よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
梅
干

業
界
が
常
日
頃
か
ら
機
能

性
に
つ
い
て
情
報
発
信
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。

ち
な
み
に
今
年
の
紀
州
梅

は
豊
作
と
な
っ
た
。
少
し

気
の
早
い
話
だ
が
、
も
し

来
夏
が
今
年
に
続
い
て
猛

暑
と
な
っ
て
も
、
メ
ー
カ

ー
は
余
裕
を
持
っ
て
対
応

で
き
る
だ
ろ
う
。

成
長
。
市
場

は
１
年
ご
と

に
１０
％
ず
つ

伸
び
、
約
１０

年
で
１
千
３

０
０
万
�
規

模

に

達

し

た
。
だ
が
購

入
率
は
１
割
を
切
っ
て
お

り
、
需
要
層
も
高
校
生
な
ど

に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
や
子
育
て

世
代
、
シ
ニ
ア
な
ど
よ
り
幅

広
い
年
代
に
向
け
て
ア
ピ
ー

ル
す
る
。

需
要
調
査
の
結
果
、
エ
ナ

ジ
ー
ド
リ
ン
ク
離
脱
者
は
罪

悪
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
、
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン

ク
と
最
も
遠
い
存
在
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
解
決
法
が
あ
る

と
分
か
っ
た
。
南
ア
ル
プ
ス

ブ
ラ
ン
ド
を
棄
損
し
な
い
か

と
悩
ん
だ
が
、
一
歩
踏
み
込

む
と
ブ
ラ
ン
ド
を
拡
張
で
き

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

旭
食
品
は
業
務
用
卸
売
事
業
を
強
化
す
る
。
東
京
支
社
管
轄
の
寿
司
ネ
タ
専
門
卸

・
大
倉
の
拠
点
数
を
拡
大
し
、
営
業
エ
リ
ア
を
全
国
に
広
げ
る
ほ
か
、
同
社
に
冷
凍

品
を
供
給
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
水
産
加
工
会
社
・
サ
ク
ラ
フ
ー
ド
の
生
産
力
向
上
に
向

け
、
新
た
に
工
場
用
地
を
取
得
。
１９
年
度
中
に
新
工
場
を
稼
働
さ
せ
て
生
産
品
目
を

拡
充
し
、
寿
司
ネ
タ
専
業
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
。

�
�
�
�
�
�
�

ベ
ト
ナ
ム
に
新
工
場
設
置
へ

家庭用塩

……………………
きょうの主な内容

��～�� 家庭用塩特集
�� 塩 版

減塩ブーム、人口減
少、売場縮小の影響
で減退傾向が顕著に。

脇氏

竹
内
慎
常
務

透
明
ビ
ー
ル�
ク
リ
ア
ク
ラ
フ
ト
�

型
破
り
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現

天
然
水
の
エ
ナ
ジ
ー
Ｄ�
ピ
ー
カ
ー
�

■
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
■

自
然
素
材
で
化
学
的
イ
メ
ー
ジ
払
拭

生
活
用
は
減
少
ト
レ
ン
ド
脱
せ
ず
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平平
成成
２２９９
年年
度度
塩塩
需需
給給
実実
績績

―１７３１Ｅ．誤差脱漏（Ｂ＋Ｃ―Ａ―Ｄ）

―１６．４％―２１７１，１０５１，３２２Ｄ．期末在庫

＋６．６％＋４４５７，２３４６，７８９外国産

―０．２％―２９２６９２８国内産

＋５．７％＋４４３８，１６０７，７１７Ｃ．供給量

―１３．４％―２０４１，３２２１，５２６Ｂ．期首在庫

＋３．９％＋２３２６，１６８５，９３６ソーダ工業用

＋１５．８％＋２８２２，０７３１，７９０業務用

―６．３％―１０１５４１６４生活用

＋６．４％＋５０４８，３９４７，８９１Ａ．需要量（消費量）

前年比増減２９年度２８年度

■平成２９年度塩需給実績■
単位：千ｔ、財務省

推推定定９９２２万万ｔｔ強強でで安安定定国内塩
４ 社

ア サ ヒ
ビ ー ル

寿
司
ネ
タ
な
ど
製
造
販
売
加
速

業業
務務
用用
卸卸
売売
をを
強強
化化

旭 食 品
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